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■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工
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特　許 鋼製型枠メーカーによる

従来の合板型枠パネルに代えて、鋼製やアルミ製の型枠を使用する工法。
合板の型枠パネルは数回使うと劣化により強度が落ちたり、表面が荒れてコ
ンクリートから剥離しずらくなるが、鋼製型枠であればそのような劣化の心配
が少ない。また一般に強度が高く、締固めのパイプや支保工を減らすことも
可能。既製品を使うことで、型枠大工がパネルを製作する手間も減らし、パネ
ル同士の接合も簡単に締め付けることができる。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・型枠パネルの製作期間、型枠締固めや支保工架設の手間を減らすことが可
能。

【コスト】
・鋼製型枠の単価は合板型枠に比べて高いが、転用回数が多ければ、締付
用パイプやチェーン、支保工等の仮設材およびその工費まで含めてるとトータ
ルコストが安くなる場合がある。

【環境】
・合板パネルの使用量および産廃を減らすことができる。

適用条件
型枠転用回数が多いほど効果が出やすい（階数、同一躯体断面、同一階高
等）

メーカー等 メーカーまたはリース会社多数

備　考 ―

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）
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